


こどもステーションとくしまの活動紹介

スクールカウンセラーや大学院生たちと一緒にゆったりお話をし
たり、カードゲームや創作活動（絵、工作等）をしたり。

こどもステーションとくしまでの活動を通じて自分を見つめ、対話
を通じて心が軽くなる。スタッフが見守る中で、こどもたちが「明日
もちょっと頑張ってみようかな」と思える、そんな温かな居場所を目
指しています。

「こどもステーションとくしま」には、専門スタッフがいるからこそ、こ
どもににぴったりの「次の扉」が、自然に見つかることがあります。

新たな出会いが「新しい一歩」へにつながりました。

１．出会い ： 学校を休みがちなＡさん。

２．共通点 ： スタッフと趣味の話で意気投合！

３．つながり ： スタッフに「趣味の合う子がいるよ」と聞き、
教育支援センターへ。

おしゃべりから、はじまる明日がある。

活動の様子は、いずれも令和７年度のものです。あたたかい雰囲気が伝わるよう、AIでアニメ風に加工しています。

学びの多様化学校の体験授業 スタッフとともにゆったりと活動 こどものやりたいことを支援
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